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リアルタイムインサイトを実現
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高性能のデータパイプラインはデータドリブン型組
織の基盤

データパイプラインは、今日の企業運営に不可欠な要素
です。有効なデータパイプラインを備えているかどうか
は、データアーキテクチャが事業に真の価値をもたらす
か、足かせになるかの分かれ目となります。

企業は、24時間、365日、ウェブや企業のアプリケーショ
ン、モバイル、IoTデバイスからデータを受信しています。
データパイプラインは、データサイエンティストやアナリス
トがデータを分析し、ダウンストリームのアプリケーショ
ンがその後の利用に向けてデータを処理している間に、
データをロードし処理する必要があります。

データエンジニアは、データを収集し、変換し、さまざま
なビジネスラインに提供しつつ、最新の技術革新に対応
してビジネスの要求を先取りする必要があります。しかし
従来のレガシーアーキテクチャではあらゆる段階で問題
が発生するため、データエンジニアのタスクがより複雑
なものとなってしまいます。

レガシーアーキテクチャがデータパイプラインに及
ぼす影響

従来のデータアーキテクチャは、最新のアナリティクス
や効率的なデータエンジニアリングの要件を満たすよう
には構築されていません。図1は多くの企業で見られる
典型的なデータパイプラインを示しています。これは、生
データ源から必要な提供先へのデータ配布のために構
築された複雑なテクノロジーの網目です。

統合、変換、集約、提供のそれぞれの段階で組織は複数
のツールを展開しており、これらすべての接続ポイントが
障害点となる可能性があります。こうしたアプローチで
はガバナンス、セキュリティ、サイロ化の問題が頻繁に発
生します。これは、ビジネスのさまざまな領域における多
様なニーズを満たすために多くのデータコピーが必要と
なるためです。その結果、組織はインフラストラクチャー
の管理に多くの時間を費やすことになり、真にデータを
有効活用できる時間が少なくなります。

「データの多様化が進み、適

切なデータを適切な人に適切

なタイミングで提供する必要

からデータエンジニアリングの

ニーズが生まれました。データ

やアナリティクスのリーダーは、

データエンジニアリングをデー

タ管理戦略に統合する必要が

あります。」

Gartner Research
「データエンジニアリングはデータと 

アナリティスクスの成功に不可欠」、  
2019年12月 18日 1
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多くのツールとカスタムコード 
スキルセットのばらつき 

断絶したデータパイプライン 
トランスフォーメーションの遅れ

さまざまな形式や書式が混在する
データ 複数の統合スタイル

サイロ化した
多様なデータ

信頼性と性能の
低下 

複雑なパイプラインと
アーキテクチャ

従来のレガシーアーキテクチャは、データエンジニアに
とって図2に示す以下の課題の発生源となります。

•	 サイロ化された多様なデータがあり、統合されるスピードも
まちまちである

•	 リソースの競合により性能や信頼性が損なわれる

•	 複雑なパイプラインとアーキテクチャを構築して管理するに
は、膨大な時間と多彩なスキルセットが必要となる

サイロ化した多様なデータ 
レガシーアーキテクチャでは、多くの場合、さまざまな
データベース、データレイク、データマート、さらにはクラ
ウドやオンプレミスにデータが存在します。これらのデー
タはそれぞれ複数の異なる形式で作成され、その生成ス
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図1：従来のデータアーキテクチャは複雑でコストがかかり、制約を伴います

ピードもさまざまです。このような複雑さに加えて、アプ
リケーションによって、想定されるデータの提供方法も異
なっています。新しいデータがすぐに利用可能にならない
とアプリケーションやアナリストは必然的に古いデータ
を使用せざるを得ないため、結果的に意思決定者が重
要なインサイトを見落とすことになり、十分に事業状況
を可視化することができなくなります。

信頼性と性能の低下
ただでさえ複雑なデータパイプライン上でワークロード
が増すことで、信頼性が低下し、データの変換に遅れが
生じます。リソース不足によりパイプラインが意図したと
おりに機能しない場合、データ利用者に不利益が生じな
いようパイプラインを修正せねばならず、データエンジニ

図2: データエンジニアはアーキテクチャとパイプラインの課題に苦しんでいます



ホワイトペーパー 4

アに多大な負荷がかかります。ロード専用のウィンドウで
は問題は解決しません。遅くて不便なパイプラインや古
いデータの蓄積の原因となるだけです。

複雑なパイプラインとアーキテクチャ
多くの場合、データエンジニアリングにはカスタムコー
ディングやさまざまなツール、多彩なスキルセットが必要
です。複雑なパイプラインやデータサービスは、システム
をつなぎ合わせて構築されているため、構成や管理対象
となるインフラストラクチャーが増え、パイプラインの構
築や維持の複雑さやコストが増大することになります。
キャパシティプランニング、性能の微調整、同時実行によ
り、パイプラインの維持はさらに複雑なものとなり、その
結果データエンジニアは、ビジネスSLAを満たすデータ
の提供よりも、複雑なパイプラインの構築、APIの管理、イ
ンフラストラクチャーの維持に多くの時間を費やすように
なります。

SNOWFLAKEは、データエンジニアによる最新のイ
ンサイト提供を支援

Snowflakeは、データエンジニアリングの合理化と優れ
たパフォーマンスと利便性の実現により、データ提供用
パイプラインやインフラストラクチャーの管理に追われ
ることなくデータから多くの価値を引き出すことを可能
にします。Snowflakeのマルチクラスター型共有データ
アーキテクチャは、データの処理やロード、変換、アナリ
ティクス向けにそれぞれ独立した複数のクラスターを割
り当てることができます。同じデータの同時共有が可能
なためリソースの競合もありません。データの移動や変
換を伴わずに、今ある場所でそのままデータの処理が可
能です。 

図3に示すように、Snowflakeを利用したデータエンジニ
アリングには以下のメリットがあります。

•	 すべてのデータを一元化されたプラットフォームにストリーミ
ングまたはバルク統合

•	 すばやい拡張性を備え、リソース競合のないデータパイプラ
インを運用

•	 合理化されたアーキテクチャと拡張性のあるデータパイプラ
インで生産性を強化

Snowflakeがデータエンジニアリングに最適な理由は
次のとおりです。

•	 構造化データと半構造化データの両方に対応（まもなく非構
造化データにも対応予定）

•	 一括かほぼリアルタイムでデータを取り込み

•	 ロード時のエラーに自動的に対処し、データの重複を排除

•	 パワフルでベストオブブリードな変換エンジンを使用して、
Snowflake上で直接データを処理

•	 SQLと拡張性（機能やストアプロシージャなど）の活用によ
り、データパイプラインとアーキテクチャを合理化

•	 ライブデータシェアリングを通じて、簡単で安全なコラボレー
ションとユーザーへのデータ提供を実現

•	 一般的なドライバ（ODBC、JDBC、Python、Spark）のサポー
トが組み込まれており、お使いのデータレイクにエクスポー
ト可能

データの取り込み、変換、提供にSnowflakeをどのよう
に利用するかについては、以降のセクションを参照してく
ださい。

6

すべてのデータを単一の
プラットフォームで
ストリーミング
またはバッチで統合

すばやい拡張性を備えつつ
リソース競合のない

データパイプラインの運用

合理化されたアーキテクチャと
拡張性のあるデータパイプラインに

よる生産性の強化

あらゆるスピード、
すべてのデータ

パイプラインの性能と
信頼性の向上

パイプラインの
複雑性の緩和

図3: Snowflakeによりデータエンジニアリングが合理化され、真に意義のあるデータ利用に注力できるようになります
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自由なスピードで、すべてのデータを取り込み

Snowflakeのデータパイプラインは、バルクまたは継続
のいずれかを選択でき、Snowflake上で直接データを処
理します。Snowflakeではマルチクラスターのコンピュー
ティングアプローチを採用しているため、これらのパイプ
ラインはその他のワークロードの性能に影響を与えるこ
となく複雑な変換に対応できます。すべてのデータをスト

リーミングまたはバッチで簡単に取り込み、安全に一元
管理できるため、ユーザーは構造化データと半構造化
データの両方をネイティブ状態で利用できます。

下表と次セクション以降で説明するように、Snowflake
は複数のデータ取り込み方法を提供します。

図4: Snowflakeを採用すると、データエンジニアは非常に柔軟な方法でデータをロードできるようになります

方法 目的

バルクロード クラウドストレージにすでにあるファイルからデータのバッチをロードするか、
ローカルマシンからSnowflakeにデータファイルをコピーし、COPYコマンドを
使ってデータをテーブルにロードします

Snowpipeによる継続的ロード 少量ずつデータ（マイクロバッチ）をロードし、段階的にアナリティクス向けに利
用可能にします

Kafka用Snowflakeコネクタ Apache Kafkaからイベントストリームを取り込み、Snowflakeテーブルにロー
ドします

Snowflakeデータマーケットプレイス 他者が公開したクエリ対応ライブデータを取り込みます

以下の図4では、Snowflakeのバルク処理、継続的処理、Apache Kafkaデータロードの仕組みを比較しています。

ファイル

自動取り込み 
Snowpipe

Snowpipe 
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ドライバレス 
通知ドリブン型

サーバレス  
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ファイル重複排除
エラー処理

外部テーブル  
自動更新

バルクロード
• COPYコマンド

•  ユーザー管理の
コンピューティング
リソース

継続的ロード
• Snowpipe

• Snowflake管理の
コンピューティング
リソース
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COPYコマンドを使用したデータのバルクロード
ロードするデータ量とデータロードの頻度に応じて、
COPYコマンドによるバルクロードを使うべきかどうか
を判断しましょう。バルクロードオプションを利用する
と、クラウドストレージにすでにあるファイルからデー
タのバッチをロードするか、ローカルマシンから内部の
Snowflakeクラウドストレージのロケーションにデータ
ファイルをコピー（ステージ）し、その後COPYコマンドを
使ってデータをテーブルにロードすることができます。

バルクロードは、ユーザー提供の仮想ウェアハウスに
依存します。この仮想ウェアハウスは、COPY命令文内で
ユーザーが指定します。予測されるロードに対応できる
ようウェアハウスのサイズを適切に設定する必要があり
ます。

Snowflakeは、COPYコマンドを使用してデータをテーブ
ルにロードする際のシンプルな変換をサポートします。

オプション：

•	 列の並べ替え

•	 列の省略

•	 キャスト

•	 ターゲット列の長さを超えるテキスト文字列の切り捨て

Snowpipeを使用した継続的データロード
データアーキテクチャの進化に伴い、データウェアハウス
内でのデータのロードや処理方法に関する要件も進化し
ています。データドリブン型の企業が業務を合理化し、顧
客へのサービスを向上させ、新たな市場機会を発見する

ためには、ライブデータへの迅速かつ瞬時のアクセス性
と瞬時のアナリティクス性能が不可欠です。

Snowpipeは、ステージ内で利用可能となったファイル
からすぐにデータを自動的にロードできるサーバ不要
のツールです。少量ずつデータ（マイクロバッチ）をロー
ドし段階的にアナリティクス向けに利用可能にしていく
Snowpipeは、Amazon Simple Queue Service（SQS）
などのサービスからの通知を利用し、ファイルをリッスン
して、到着次第ロードします。Snowpipeは、ファイルがス
テージに追加されてから数分以内にデータをロードして
取り込めるように転送するため、ユーザーは、生データが
入手可能になり次第直ちに最新の結果を得ることがで
きます。

AWS、Azure、Googleのオブジェクトストアに新しい
データが届くたびに継続的にデータがロードされるた
め、スクリプトやスケジューリングツールは不要です。
Snowpipeを活用したデータパイプライン運用により、ス
トリーム内の自動タスクやCDC情報を使いながら継続
的にデータのマイクロバッチをステージングテーブルに
ロードして変換・最適化できます。

Snowpipeによるデータ取り込みのメリットを図5で説明
します。

図5: Snowpipeは、オブジェクトストアからSnowflakeへファイルを移動するプロセスを簡略化します
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インデックス作成、微調
整、パーティショニング、
バキュームは不要

サーバレス：サーバ管理や
同時実行性の不安なし
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Kafka用Snowflakeコネクタを使用したイベントス
トリームロード
真に価値のあるデータを得るには、まずデータを収集し、
保存し、分析する必要があります。Apache Kafkaは、イ
ベントデータの確実な収集、送信、提供のために多くの
ユーザーに選ばれているシステムです。

Kafka用Snowflakeコネクタを利用すると、Kafka 
Connectクラスターを簡単に構成でき、JSONやAvroの
イベントをSnowflakeテーブルに取り込むことができま

す。このコネクタは、1つまたは複数のApache Kafkaト
ピックからレコードをSnowflakeの内部ステージに継続
的にロードし、Snowpipeを使用してステージングテーブ
ルにロードします（図6参照）。イベントがSnowflakeに
ロードしたら、充実したデータパイプライン機能を駆使し
てデータをさらに処理したり、他のビジネスデータと統合
したり、アナリティクスに使用できるようデータを改良し
たりすることができます。

図6: Kafka用Snowflakeコネクタは、JSONやAvroのイベントをSnowflakeテーブルに自動的に取り込みます

SNOWFLAKE 
CONNECTOR

 
 

コンフィグレーション

JSONまたは
AVROレコード

Kafka
クラスター

Kafka 
Connect
クラスター

内部
ステージ

その他

ファイルデータ
Snowpipe
サービス

Snowflake
データベース

Snowflakeデータマーケットプレイスからのライブ
データローディング
Snowflakeデータマーケットプレイスは、Snowflakeの
安全なデータシェアリングを利用してデータプロバイ
ダーと利用者をつなぎます。データサイエンス、アナリ
ティクス、エンジニアリングの各チームは、さまざまな
サードパーティデータを検出してアクセスし、それらの
データセットをSnowflakeアカウントで直接的に利用し、
変換なしで照会したり、自社のデータと結合したりするこ
とができます。

Snowflakeデータマーケットプレイスを利用すれば誰で
も、クエリ対応のライブデータにアクセスしてデータドリ
ブン型意思決定を行うことができます。マーケットプレ
イス上で利用できるデータは、お客様のビジネスパート
ナーや顧客で構成されるエコシステムからのデータに
加えて、最大数千社の外部データプロバイダーやデータ
サービスプロバイダーからのデータも含まれます。FTPや
APIは一切不要です。

Snowflakeデータマーケットプレイスへの参加により以
下のメリットが得られます。

•	 管理・共有されたライブデータセットに安全にアクセスし、ほ
ぼリアルタイムで自動更新を受信できる

•	 古いデータのコピーや移動が必要なために生じるリスクや
煩雑さを一掃する

•	 新しいデータセットをSnowflake内の既存のデータと組み
合わせ、新たなビジネスインサイトを取得できる

•	 ユーザーにとっては、データセットがすぐに利用でき、継続的
に更新される

•	 ベンダーからの生データ製品にスムーズにアクセスできる

•	 データのロードや更新に使用する、さまざまなAPIとデータ
パイプラインを構築・維持するコストを排除する

•	 自分の好きなBIツールを使用する

•	 サードパーティのデータソースを見つけてテストする
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SNOWFLAKE内のデータを変換してデータのパ
ワーを引き出す

SnowflakeはETLとELTの両方のデータロードに対応し
ていますが、より多くのデータ変換をSnowflakeに取り
入れることで以下のような豊富なメリットが得られます。

•	 Snowflakeの強力な処理エンジンによる、スムーズで信頼性
の高いデータ処理

•	 瞬時のスケーラビリティとリソース競合の排除によりデータ
ワークロードに対応

•	 半構造化データをネイティブサポート

•	 データキャプチャ機能の自動切換え

•	 ストアドプロシージャ

•	 外部関数

•	 Java UDFにより、そのままSnowflake内でJavaコードを	
実行

•	 Snowpark APIによるデータプログラミング

•	 非構造化データに対応

強力な処理エンジンにより、データを今ある場所から
動かさず、そのまま変換、加工、拡充ができます。
Snowflakeのデータクラウドは、処理対象データとリジッ
ドに連結はされない（デカップルド）一方でデータとの密
接な統合を実現する強力な処理エンジンを構築します。

これによりほぼ無制限のデータ量をお好きな言語で確
実かつスピーディーに処理できるようになります。図7に
示すとおり、このユニークな特長を備えた処理エンジン
は以下のメリットを提供します。

•	 重複したデータ処理を排除。一度処理したデータはすべての
分析ユースケースで利用可能になり、処理したデータセット
に社内からも社外からもスムーズにアクセスできます。いつ
でも紹介できるように整理されたライブデータに瞬時にアク
セスでき、自由にデータを拡充できるため、生産性が向上し
ます。

•	 複雑性を最小限に抑えた思いのままのシステム構築。Scala
やJava（プレビューモード）などほとんどの一般的なプログ
ラミング言語をサポートするフレキシブルなデータパイプラ
インを構築します。お好きなIDEでコードを作成し、プッシュダ
ウン機能によりSnowflake内でデータ処理。複雑性を抑えた
アーキテクチャにより、非SQLパイプラインの運用のための
追加環境の管理が不要になります。

•	 優れたスピードと信頼性の稼働性能。自動マイクロパーティ
ショニングやデータクラスタリングにより高効率でのデータ
処理を実現。マルチクラスター構造のワークロードもサポー
トする自動スケールポリシーによりどのような規模のユー
ザー数やジョブ数にも瞬時に対応。ワークロードの自動ス
ケール・サスペンド・再開により最も優れたコスト効率で処理
ニーズに対応します。 

図7: Snowflakeの処理エンジンは、信頼性の高いデータ処理をスムーズに実行します

重複した
データ処理を排除

データクラウド上の整理された
ライブデータを共有・消費、
必要に応じて補完・強化

複雑性を最小限に
抑えた思いのままの
システム構築

あらゆるデータを処理でき
堅牢なトランスフォーメーション能力を
備え、使用言語の選択肢が豊富

優れたスピードと
信頼性の稼働性能

信頼性・スケーラビリティ・
コストパフォーマンスを組み込んだ
強力な処理エンジンによる
パフォーマンスの自動化 
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マルチクラスターのコンピューティング 
アーキテクチャが伸縮性と拡張性を提供
Snowflakeのデータパイプラインはバッチまたは継続の
いずれかを選択でき、Snowflake上で直接データを処理
できます。Snowflakeではマルチクラスターのコンピュー
ティングアプローチを採用しているため、これらのパイプ
ラインはその他のワークロードの性能に影響を与えるこ
となく複雑な変換に対応できます。

その仕組みについて説明します。Snowflakeのマルチ
クラスターでは、共有データアーキテクチャ、コンピュー
ティングリソースやストレージリソースは物理的には別
物ですが、論理的にはこれらすべてが一元化された1つ
の統合データウェアハウスシステムを構成しています。
この独自のマルチクラスターアーキテクチャにより、ユー
ザーニーズに応じた必要数の個別ワークロードに対応
できます。各ワークロードにそれぞれ専用のコンピュー
ティングエンジンが割り当てられ、必要に応じて規模の
拡大/縮小ができます。予めリソースを割り当てたり、他の
プロセスを中断したりする必要はありません。

この素晴らしいアーキテクチャにより、Snowflakeは複
数の多種多様なワークロードに簡単に対応できます。コ
ンピューティングとストレージの分離により、多様なサイ
ズの仮想ウェアハウスをスピンアップして、ELTプロセス
を実行でき、BIレポートユーザー、データサイエンティス
ト、データマイナーをサポートできます。リソースの競合
はまったく発生しません。

半構造化データをネイティブにサポートし 
変換アーキテクチャを簡略化
JSON、XML、Avroなどの半構造化データ形式は、必ずし
も明確に分類されているものではありません。通常は、
ノードのヒエラルキーがあります。それぞれのノードには
名前と値があります。これは、単一の定数、名前/値のペ
アの列、あるはネストされたオブジェクトのいずれかとな
ります。従来のデータベースでは、異なる構造を扱うこと
ができないため、開発者はETLツールに頼り、データを従
来の行/列の構造にフラット化する複雑な変換を設計す
ることになります。

Snowflakeでは、VARIANTという半構造化データに特化
したデータ区分を設定しています。ここで、半構造化デー
タの取り込みプロセスの仕組みをご紹介します。仮想
ウェアハウスは、JSONまたはXMLのドキュメント全体を
そのままの状態でVARIANT列に書き込みます。ユーザー
がSQLでその列をクエリすると、同じJSONまたはXMLの
ドキュメントが戻ります。  

同時にグローバルサービス層がドキュメントのコンテン
ツに関する特定のメタデータ（ノード名、ヒエラルキー、
配列構造）を収集し、そのデータをメタデータストアに

書き込みます。Snowflakeは、ユーザーがSQL内で直接
データを参照できるよう、内部でデータを列に整理しま
す。この列データはマイクロパーティションファイルに書
き込まれますが、テーブル定義には実際の列名は表示さ
れません（JSONノードの列名は存在しないということに
なります）。VARIANT列のノードを参照するには、SQLの
単純なドット記法を使用します。このプロセスは性能が
高いため、変換内容を完全に記述する必要がありませ
ん。

CDC機能が変更内容を追跡
Snowpipeで継続的なデータパイプラインを構築し、
Snowflakeストリームアンドタスクを使用してデータ統
合ジョブをスケジューリングし、変更データを取得できま
す。

•	 ストリームはSnowflakeオブジェクトタイプの一種であり、
挿入やDMLの変更など、テーブルの変更の差分を追跡する
CDC機能を提供します。これにより、変更されたデータを使っ
てアクションを起こすことができます。テーブルストリームで
は、2つのトランザクション間でテーブルを照会し、テーブルに
対し行単位で一連の変更を反映させることができます。

•	 タスクもSnowflakeのオブジェクトタイプで、SQLステートメ
ントを実行するための定期的なスケジュールを定義します。
これには、ストアプロシージャを呼び出すステートメントが含
まれます。タスク同士をつなげて連続実行すると、より複雑な
反復処理に対応できます。

継続的なデータパイプラインでは、タスクはオプションで
ストリームを使用して新規または変更されたデータを継
続的に処理する便利な方法を提供する場合もあります。
タスクは、ストリームにテーブルの変更データが含まれて
いるかどうかを検証し、変更データがある場合にはこれ
を利用し、変更データが存在しない場合は現在の実行を
スキップできます。

変換終了後、変換されたデータを、データレイクエクス
ポート機能を使用してデータレイクにアップロードし直
すことができます。Snowflakeストリームアンドタスクを
利用すると、データ統合ジョブのスケジューリングと変更
データの取得を簡単に実行できます。そのため、毎回すべ
てのデータをロードする必要がなくなり、変更データの
みを処理するだけでOKとなります。
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ストアプロシージャによる頻繁なタスクの自動化
プロシージャにより、頻繁に実行されるタスクで、複数の
SQLステートメントを必要とするものが自動化されます。
プロシージャは、一度作成しておけば何度でも実行でき
ます。

ストアプロシージャを作成するにはJavaScriptと、多くの
場合はSQLを利用します。JavaScriptが制御構造（分岐
とループ）を提供し、JavaScript APIの機能を呼び出すこ
とでSQLが実行されます。

ストアプロシージャで提供される内容は次のとおりです。

•	 ストレートSQLではサポートできない手続き型ロジック	
(分岐やループ)

•	 エラー処理

•	 SQLステートメントを動的に作成し実行

•	 プロシージャ実行者役割の特権ではなくプロシージャ所有
者役割の特権によるコード作成

Snowflake外部関数によるデータパイプラインの拡張
データ変換の多くは非常に複雑で構築が困難です。たと
えば他の言語やフレームワークを使って構築する場合も
あれば、サードパーティのコードや外部サービスを活用
する場合もあります。以前は、複雑なアーキテクチャを持
つさまざまなデータ環境で、さまざまなサービスやシス
テムを管理する必要がありましたが、Snowflakeではパ

イプラインを拡張できるため、外部関数の定義やサード
パーティサービスの活用が可能となります。

ユーザーは自身のリモートサービスの書き込みや呼び
出し、サードパーティ製のリモートサービスの呼び出しが
できます。これらのリモートサービスは、AWS Lambdaな
どのクラウドサーバレスコンピューティングサービスを含
め、あらゆるHTTPサーバスタックを使って書き込むこと
ができます。

外部関数の便利な使用例を以下に紹介します。

•	 ジオコーディングサービスを利用して住所を座標や政治的地
域で増補する

•	 サードパーティサービスを利用してメッセージのセンチメント
分析を実行する

•	 カスタム機械学習モデルを利用して顧客をスコアリングする

•	 カスタムロジックを利用してメールからメールアドレスを抽
出する

•	 リモートサービスからライブの株価を取得する

外部関数の利用法とメリットを次のテーブルにまとめま
した。

外部関数：
お使いのデータパイプラインでカスタムまたはサードパーティのサービスや変換ロジックを利用し、 

データの変換や増補を実行します

利用ケース •	 パイプラインで複雑なデータ変換の能力に限りがある場合
•	 これらの活動をSnowflakeの外部で実行する要件がある場合

メリット •	 開発者はSnowflake内の関数としてウェブサービスをエクスポーズできます
•	 ユーザーはSnowflake内に組み込まれているものと同様にエクスポーズされた機能にア

クセスできます
•	 一方で管理者は自社システム内のデータの行き先を管理できます
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Java UDF（ユーザー定義関数）によるSnowflake
内でのJVM実行
Java UDF（ユーザー定義関数）の使用により、Javaメ
ソッドを記述してSQL関数と同様に呼び出すことができ
ます。これによりカスタムロジックを使用してデータを変
換し増強しながら併行してジョブを実行できるため、別
のサービスを管理することなくパフォーマンスを向上でき
ます。 

Java UDFのメリット：

•	 開発者は一般的なJava言語とライブラリを使用して
Snowflake内に機能を組み込むことができます

•	 ユーザーはSnowflakeに元々組み込まれている場合と同様
にこれらの機能にアクセスできます

•	 一方管理者は、データがSnowflakeの内部に留まり外に出
ないという安心感を得られます

Snowpark APIによるデータプログラミング性能の
拡張

Snowpark（現在プレビューステータス）は、好みの言語
でSnowflakeのコードを作成し、Snowflake内で直接
実行できる新しい開発者向けの機能です。図8のように、
Snowparkの導入により以下のメリットが得られます。

•	 自分のプロジェクトや好みに合せた使い慣れた言語でコー
ドを作成。SnowparkにScalaサポートが追加されました。今
後Javaその他の言語についてもサポート追加予定です。

•	 データパイプラインの作成とデバッグをスムーズに完了でき
ます。またカスタムライブラリやサードパーティライブラリを導
入すれば新機能の作成や既存機能の登録も可能です。

•	 追加システムの設定やクラスターのスピンアップを行わずに
Snowflake内でワークロードを実行。

Snowpark APIは、Snowflake処理エンジンの魅力で
ある「ニアゼロメンテナンスでの優れたパフォーマンス、
信頼性、スケーラビリティの提供」を最大限に活用する
べく設計された機能です。Snowpark APIの利用によ
り、使い慣れた言語と密接にリンクされたコード作成が

Snowflake上で可能となります。これによりSnowflake
の真のデータプログラミング性能を開発者に開放すると
ともに、すべてのユーザーがSnowflakeの強力な処理エ
ンジンの利便性を享受できるようになります。対応言語
のユーザーは、それぞれ自らの開発ノウハウと密接にリ
ンクされたコード作成ができます。不透明で分かり辛い
SQLではなく自分の使い慣れた言語でコードを作成する
ことで、お好きなIDEのメリットを最大限に活かしながら
インテリセンス、コード補完、タイプチェックを利用できま
す。使い慣れた言語を使用することで、SQLよりはるかに
スムーズに多様なシナリオを表現でき、デバッグも容易
になるでしょう。

Snowpark APIはSnowflakeのエンジン内にオペレー
ションをプッシュダウンすることで動作するため、他の
システムのビルドアウトや管理は不要です。Snowflake
では今後Javaサポートの追加を予定していますが、こ
のプッシュダウン機能を利用すればJavaサポートのメ
リットを最大限に活かしたカスタムリソースのプッシュ
ダウンが可能になり、たとえばサードパーティ製ライブ
ラリやカスタムライブラリなどをSnowflake内へのプッ
シュダウンできます。プッシュダウン機能によりデータを
Snowflake外部に移動させることなくデータ変換が可能
になるため、開発者はSnowflakeがネイティブサポート
していない機能もシームレスにSnowflakeに統合できま
す。

非構造化データのサポートによりプラットフォーム性
能を強化

音声、動画、PDF、画像データといった非構造化データが
急増しています。Snowflakeは、現在プレビュー段階では
ありますが非構造化データをサポートしています。今後
非構造化データのサポートが一般機能として確立され
れば、データエンジニアはあらゆる非構造化データのパ
イプライン実行をオーケストレーションできるようになり

図8: Snowparkのデータプログラミング性能により、データエンジニアはデータパイプラインの機能と性能を大幅に拡充できます

デベロッパー   •   データエンジニア   •   データサイエンティスト
自分のやりやすい方法でSnowflakeのコードを作成し、Snowflakeで

直接実行できる新しいデベロッパー向け機能

言語の選択
好みの言語とツールを用いて

コードを作成

効率に優れた強力なパイプライン
使い慣れたコンストラクトで簡単に

データパイプラインの作成とデバッグを行い、
サードパーティライブラリを統合

1つのシステムで管理
他の処理システムでの実装は不要、

Snowflake上で直接運用



ホワイトペーパー 12

ます。Snowflake内での非構造化データの管理により複
数の異なるシステムへのアクセスや管理が不要になり、
各種ファイルや非構造化データ、付随するメタデータに
対するきめ細かなガバナンスを展開できるようになりま
す。またより広範なビジネスユースケースの実現により
新たな収益チャンスの可能性も生まれるでしょう。

ユーザーへのデータ提供

データの変換後、データエンジニアは変換されたデータ
が組織内外のユーザーに適切に提供されるかどうか確
認する必要があります。

データクラウドでの共有とコラボレーション 
企業は、社内では他のビジネスユニットや子会社と、社
外ではベンダー、パートナー、サプライヤー、顧客とデー
タを共有する必要があります。共有したデータにより、イ
ノベーションが促進され、データに基づく意思決定がよ
り良いものとなり、トレンドを予測するための新たなイン
サイトが得られます。しかしリスク、セキュリティ、プライ
バシーなど、データコラボレーションに付随する問題が、
効果的なデータシェアリングの障害になる場合もありま
す。

従来のデータシェアリングの方法（API、ETL、FTPなど）
はデータの移動やコピーを伴うためコスト増とセキュリ
ティ問題につながるだけでなく、得られるデータはタイミ
ングが古く同期されないものでした。

一方、Snowflake独自のマルチクラスター型共有デー
タアーキテクチャが実現するSnowflake Secure Data 
Sharingは、データのコピーや移動を伴わない安全
なデータシェアリングを可能にします。Secure Data 
Sharingのユニークな特長は、複数のクラウドや地域に
またがるグローバルなデータシェアリングをサポートす
る点です。データ、ロジック、サービスの共有を可能にし、
必要に応じたアクセスの取り消しを含めた安全なデータ
シェアリングを実現できます。

次ページの図9に示すとおり、Secure Data Sharingに
は以下のメリットがあります。

•	 150社以上のプロバイダーが提供するデータやサービスにア
クセスでき、Snowflakeデータマーケットプレイスを介して製
品を販売・提供できる 

•	 SnowflakeのDirect ShareとData Exchangeの機能、リー
ダーアカウントとの組み合わせにより、お客様のビジネスエ
コシステム全体でのデータシェアリングができる

SnowflakeのSecure Data Sharingは、Snowflakeデ
ータマーケットプレイスの技術基盤です。Snowflake
データマーケットプレイスは、データサイエンティスト、

「 …… 組 織 的 な 境 界 や

地 理 的 境 界 を ま た い で 

データをつなぎ合わせれば、

年間約 3 兆ドルの経済価値が

見込めます……」

McKinsey & Company
共通の利益のためのコラボレーション 

Navigating public-private data 
partnerships（公益のためのコラボレー
ション：官民のデータパートナーシップ
をナビゲートする）、2019年5月30日2
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ビジネスインテリジェンスやアナリティクスの専門家、
データドリブン型意思決定を求めるすべての人向け
に、ビジネスパートナーや顧客で形成される事業エコシ
ステムだけでなく、最大数千社ものデータプロバイダー
やデータサービスプロバイダーから得られるクエリ対応
のライブデータへのアクセスを提供します。

Snowflakeデータマーケットプレイスを利用する企業は、
プライベートデータハブを構築し、従業員、ビジネスユニ
ット、パートナー、顧客などにアクセス権を付与すること
ができます。Snowflakeのプラットフォームを利用すると、
データの移動、コピー、転送はほぼ不要となります。さら
に企業は、Snowflakeデータマーケットプレイスのパブリ
ックデータセットを活用し、自社データと組み合わせた
分析や自社のデータハブ内での共有もできます。

Snowflakeデータマーケットプレイスのメリット：

•	 迅速かつ簡単なデータソーシング - 古いデータのコピーや移
動に伴うリスクや煩雑さを一掃します。管理・共有されたライ
ブデータセットにセキュアにアクセスし、ほぼリアルタイムで
自動更新を取得できます。

•	 アナリティクスコストの削減 - Snowflakeアカウントから直
接、安全かつ管理された環境でクエリに対応した共有ライ
ブデータにアクセスできるため、データの取り込みや変換と
いった従来のETLプロセスに付随するコストや労力がほぼ完
全に排除されます。

•	 独自データの収益化 - データプロバイダーとしてSnowflake
データマーケットプレイスに参加することにより最大数千社
ものSnowflakeデータ利用者に自社管理データアセットを販
売できるため、新たな収益源を創出できます。

データクラウドでの共有とコラボレーション
あらゆるシナリオにおける安全なデータシェアリング

データクラウドでの発見と被発見

175以上のプロバイダーが提供する
データやサービスにアクセス

Snowflakeデータ
マーケットプレイス

組織の資産であるデータを顧客に
提供し、マーケティング

お使いの
アカウント

ビジネスエコシステム全体にわたる共有

直接共有

リーダーアカウント

データエクスチェンジ

Snowflakeの他の顧客との共有

まだSnowflakeを利用していない会社との共有

グループ間でのデータシェアリングを管理し、
ビジネスユニット間でデータを見つけられるよ
うにする

Powered by Secure Data Sharing：クラウドや地域の境界をまたいていつでもクエリ可能なライブデータ。ETLプロセスは不要です。図9: Secure Data Sharingは瞬時のコラボレーションを安全に実現

Snowflakeデータマーケットプレイスの詳細については、
こちらをご覧ください。サードパーティデータを活用した
アナリティクスに関するベストプラクティスについては、こ
ちらのeブックをご覧ください。

Snowflakeのロバストなパートナーエコシステムの
活用
Snowflakeは高度に統合された機能を備えた充実した
パートナーエコシステムを提供し、お客様が抱えるさま
ざまなデータニーズに対応します。このような認証済み
パートナーとの連携や統合は、お客様がSnowflakeのフ
レキシビリティ、パフォーマンス、利便性を活かしてより
有意義なデータインサイトを提供するのに役立ちます。
Snowflakeパートナーネットワークには、テクノロジー、
サービス、クラウドストレージ、サードパーティデータを提
供するパートナー企業が多数、参加しています。

まずはSnowflakeパートナーコネクトを利用してネット
ワークに参加してみましょう。パートナーコネクトを利用
すると、指定したSnowflakeビジネスパートナーとのトラ
イアルアカウントを作成し、Snowflakeに統合することが
できます。この機能は、さまざまな追加ツールやサービス
を試した上でお客様のニーズに最適な選択肢を見つけ
たい場合に非常に便利です。

またパートナーコネクトを利用することで、より迅速に
データロードを開始できます。Snowflakeのテクノロジー
パートナーとの統合が事前に構築されているため、オン
ボーディングプロセスが簡略化されます。パートナーのア
プリケーションのプロビジョニングや構成を自動的に実
行し、数分でSnowflakeへのデータロードを開始しすぐ
に分析できます。

データクラウドでの共有とコラボレーション - あらゆるシナリオにおける安全なデータシェアリング

https://resources.snowflake.com/solution-briefs/snowflake-data-marketplace-for-consumers?_ga=2.90914842.1009852287.1610228430-2093669254.1598300964&_gac=1.55999961.1606949023.Cj0KCQiAk53-BRD0ARIsAJuNhptrANWVvrum4iMY69whwoLdHs34oFIuzftkll72uMfPvcEe98jGsJcaAj9IEALw_wcB
https://resources.snowflake.com/ebooks/best-practices-for-leveraging-third-party-data-in-your-analytics?utm_cta=website-data-marketplace-resources-third-party-data-ebook&_ga=2.187197864.1009852287.1610228430-2093669254.1598300964&_gac=1.48600148.1606949023.Cj0KCQiAk53-BRD0ARIsAJuNhptrANWVvrum4iMY69whwoLdHs34oFIuzftkll72uMfPvcEe98jGsJcaAj9IEALw_wcB
https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/ecosystem-partner-connect.html#supported-partners
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データレイクへのデータのエクスポート
アーキテクチャの設計方法によっては、外部テーブルを
使用してクラウドデータレイクに直接アクセスできます。
あるいは、Snowflakeのサーバレス取り込みションサー
ビスであるSnowpipeを利用して、データを自動的に
Snowflakeに取り込むこともできます。Snowflakeスト
リームアンドタスクを利用すると、データ統合ジョブのス
ケジューリングと変更データの取得をスムーズに実行で
きます。毎回すべてのデータをロードする必要がなくな
り、変更データのみを処理するだけでOKです。変換が完
了したら、Snowflakeのデータレイクエクスポート機能を
使い、選択した列で自動的にパーティショニングされた
データレイクに、データをアンロードできます。

エクスポート機能により、たとえばSnowflakeで大量の
生データを処理し、処理したデータを簡単にデータレ
イク内にエクスポートし直すことができます（Parquet、
CSV、JSONに対応）。

一般的なドライバへの接続
Snowflakeは、Python、Spark、JDBC、ODBCなどの一
般的なドライバを提供するよう設計されており、下流のア
プリケーションへのデータ持ち込みが容易でさまざまな
分析ニーズに対応できます。 

•	 Python用Snowflakeコネクタは、Snowflakeに接続し
すべての標準オペレーションを実行できるPythonアプリ
ケーション開発用インターフェイスを提供します。Python
用Snowflakeコネクタは、JDBCやODBCドライバを使った
JavaやC/C++でのアプリケーション開発に代わる代替プロ
グラミング手段となります。

•	 Spark用Snowflakeコネクタの導入によりApache Spark
エコシステム内にSnowflakeが組み込まれ、Sparkから
Snowflakeのデータを読み書きできるようになります。
Sparkから見ると、Snowflakeは他のSparkデータソース
（PostgreSQL、HDFS、S3など）と同じように見えます。
Sparkコネクタは、SnowflakeクラスターとSparkクラス
ター間の双方向データ移動をサポートします。Sparkコネク
タを使用すると、読み込みや書き込みなどの操作を実行で
きます。たとえばSpark DataFrameに入力したり、Spark 
DataFrameをSnowflakeテーブルに書き込んだりすること
ができます。

•	 Snowflake JDBCドライバは、コアJDBC機能に対応してい
ます。Snowflake JDBCドライバは、データベースサーバへの
接続にJDBCをサポートしているほとんどのクライアントツー
ル、アプリケーションと併用できます。JDBCを利用すると、
データソースとの接続を確立し、クエリや更新ステートメント
を送信し、結果を処理することができます。

•	 Snowflake ODBCドライバを利用すると、ODBC接続をサ
ポートするすべてのアプリケーションから直接Snowflakeに
アクセスできます。ODBCドライバは、SQLクライアントなどの
各種クライアントと併用可能です。
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SNOWFLAKEについて 
Snowflake は、Snowflake のデータクラウドを用い、あらゆる組 織が自らのデータを活用できるよ
うにします。お客様には、データクラウドを利用してサイロ化されたデータを統合し、データを発見
してセキュアに共有し、多様な分析ワークロードを実行していただけます。データやユーザーがどこ
に存 在するかに関係なく、Snowflake は複 数のクラウドと地 域にまたがり単一のデータ体験を提供
します。 多くの業 界から何 千 ものお客 様（2021 年 7 月 31 日時点で、2021 年 Fortune 500 社のうち
の 212 社を含む）が、Snowflake データクラウドを自社のビジネスの向上のために活用しています。 

詳しくは www.snowflake.com をご覧ください。
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